
IPv6アドレス
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• IPv6構成の確認（48ページ）

IPv6
IPv6は、IPv4の後継として設計されており、ネットワークアドレスビット数が32ビット（IPv4
の場合）から 128ビットに増やされています。IPv6は IPv4に基づいていますが、アドレス空
間が大幅に拡大されており、メインヘッダーと拡張ヘッダーの簡素化など、その他の機能強化

が含まれています。

拡大された IPv6アドレス空間により、ネットワークのスケーラビリティが可能となり、グロー
バルな到達可能性が提供されます。簡素化された IPv6パケットヘッダー形式により、パケッ
トの処理効率が向上しています。柔軟性の高い IPv6アドレス空間により、プライベートアド
レスの必要性と、プライベート（グローバルに一意ではない）アドレスを限られた数のパブ

リックアドレスに変換するネットワークアドレス変換（NAT）の使用が削減されます。IPv6
を使用すると、ネットワークの境界にある境界ルータによる特別な処理を必要としない新しい

アプリケーションプロトコルがイネーブルになります。

プレフィックス集約、簡易ネットワーク再番号割り当て、IPv6サイトマルチホーミング機能
などの IPv6機能により、さらに効率的にルーティングが行われます。IPv6は、RoutingInformation
Protocol（RIP）、Integrated Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）、IPv6向け Open
Shortest Path First（OSPF）、マルチプロトコルBorderGateway Protocol（BGP）をサポートして
います。
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IPv6アドレス形式
IPv6アドレスは 128ビットつまり 16バイトです。このアドレスは、x:x:x:x:x:x:x:xのように、
コロン（:）で区切られた 16ビット 16進数のブロック 8つに分かれています。

次に、IPv6アドレスの例を 2つ示します。

2001:0DB8:7654:3210:FEDC:BA98:7654:3210

2001:0DB8:0:0:8:800:200C:417A

IPv6アドレスの中には、連続するゼロが含まれます。IPv6アドレスの先頭、中間、または末
尾で、この連続するゼロの代わりに 2つのコロン（::）を使用できます。次の表は、圧縮され
た IPv6アドレスフォーマットの一覧です。

IPv6アドレスでは、アドレス中で最も長く連続するゼロの代わりに、2つのコロン（::）を 1
度だけ使用できます。

（注）

連続する 16ビット値がゼロで示されている場合は、2つのコロンを IPv6アドレスの一部とし
て使用できます。インターフェイスごとに複数の IPv6アドレスを設定できますが、設定でき
るリンクローカルアドレスは 1つだけです。

IPv6アドレス中の 16進数の文字の大文字と小文字は区別されません。

表 1 :圧縮された IPv6アドレス形式

圧縮形式優先形式IPv6アドレスタイプ

2001::0DB8:800:200C:417A2001:0:0:0:0:DB8:800:200C:417Aユニキャスト

FF01::101FF01:0:0:0:0:0:0:101マルチキャスト

::10:0:0:0:0:0:0:0:1ループバック

::0:0:0:0:0:0:0:0:0未指定

ノードは表にあるループバックアドレスを使用して、IPv6パケットを自分宛てテーブルにに
送信できます。IPv6のループバックアドレスは、IPv4のループバックアドレスと同じです。
詳細については、概要を参照してください。

IPv6ループバックアドレスは、物理インターフェイスに割り当てることはできません。送信
元または宛先のアドレスとして IPv6ループバックアドレスを含むパケットは、そのパケット
を作成したノードの外には転送できません。IPv6ルータは、IPv6ループバックアドレスを送
信元アドレスまたは宛先アドレスとするパケットを転送しません。

（注）
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IPv6未指定アドレスは、インターフェイスに割り当てることはできません。未指定 IPv6アド
レスは、IPv6パケット内の宛先アドレスまたは IPv6ルーティングヘッダーとして使用しない
でください。

（注）

IPv6プレフィックスは、RFC 2373で規定された形式です。この形式では、IPv6アドレスが、
コロンに囲まれた 16ビット値を使用した 16進数で指定されています。プレフィックス長は、
アドレスの高次の連続ビットのうち、何個がプレフィックス（アドレスのネットワーク部分）

を構成しているかを指定する 10進数値です。たとえば、2001:0DB8:8086:6502::/32は有効な
IPv6プレフィックスです。

IPv6ユニキャストアドレス
IPv6ユニキャストアドレスは、1つのノード上の1つのインターフェイスの IDです。ユニキャ
ストアドレスに送信されたパケットは、そのアドレスが示すインターフェイスに配信されま

す。

集約可能グローバルアドレス

集約可能グローバルアドレスは、集約可能なグローバルユニキャストプレフィックスによる

IPv6アドレスです。集約可能グローバルユニキャストアドレスの構造により、グローバル
ルーティングテーブル内のルーティングテーブルエントリ数を制限するルーティングプレ

フィックスの厳密な集約が可能になります。集約可能グローバルアドレスは、組織を上に向

かって、最終的にインターネットサービスプロバイダー（ISP）まで集約されるリンク上で使
用されます。

集約可能なグローバル IPv6アドレスは、グローバルルーティングプレフィックス、サブネッ
ト ID、およびインターフェイス IDにより定義されます。バイナリ 000で始まるアドレスを除
き、グローバルユニキャストアドレスはすべて 64ビットインターフェイス IDを持ちます。
IPv6グローバルユニキャストアドレスの割り当てには、バイナリ値 001（2000::/3）から始ま
るアドレスの範囲が使用されます。次の図は、集約可能グローバルアドレスの構造を示してい

ます。

図 1 :集約可能グローバルアドレス形式

2000::/3（001）～ E000::/3（111）のプレフィックスを持つアドレスには、Extended Universal
Identifier（EUI）64形式の 64ビットインターフェイス識別子が必要です。インターネット割
り当て番号局（IANA）は、2000::/16の範囲の IPv6アドレス空間を地域レジストリに割り当て
ます。
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集約可能なグローバルアドレスは、48ビットグローバルルーティングプレフィックスと、16
ビットサブネット IDまたは Site-Level Aggregator（SLA）で構成されます。IPv6集約可能グ
ローバルユニキャストアドレスの形式に関するドキュメント（RFC 2374）によると、グロー
バルルーティングプレフィックスには、Top-Level Aggregator（TLA）とNext-Level Aggregator
（NLA）という 2つの階層構造のフィールドが含まれています。TLSフィールドおよび NLA
フィールドはポリシーベースであるため、IETFは、これらのフィールドを RFCから削除する
ことを決定しました。この変更以前に展開された既存の IPv6ネットワークの中には、依然と
して、古いアーキテクチャ上のネットワークを使用しているものもあります。

個々の組織は、16ビットサブネットフィールドであるサブネット IDを使用して、ローカル
アドレス指定階層を作成したり、サブネットを識別したりできます。サブネット IDは IPv4で
のサブネットに似ていますが、IPv6サブネット IDを持つ組織では最大 65,535個のサブネット
をサポートできるという点が異なります。

インターフェイス IDにより、リンク上のインターフェイスが識別されます。インターフェイ
ス IDは、リンク上では一意です。多くの場合、インターフェイス IDは、インターフェイスの
リンク層アドレスと同じか、リンク層アドレスに基づいています。集約可能なグローバルユニ

キャストやその他の IPv6アドレスタイプで使用されるインターフェイス IDは 64ビットであ
り、形式は変更済み EUI-64フォーマットです。

インターフェイス IDは、次のいずれかに該当する修正 EUI-64形式です。

•すべての IEEE 802インターフェイスタイプ（イーサネット、およびファイバ分散データ
インターフェイスなど）の場合は、最初の3オクテット（24ビット）がそのインターフェ
イスの 48ビットリンク層アドレス（MACアドレス）の Organizationally Unique Identifier
（OUI）、4番めと 5番めのオクテット（16ビット）が FFFEの固定 16進数値、そして、
最後の 3オクテット（24ビット）がMACアドレスの最後の 3オクテットです。最初のオ
クテットの 7番めのビットである Universal/Local（U/L）ビットの値は 0または 1です。
ゼロはローカルに管理されている IDを表し、1はグローバルに一意の IPv6インターフェ
イス IDを表します。

•その他のすべてのインターフェイスタイプ（シリアル、ループバック、ATM、フレーム
リレー種別など）の場合、インターフェイス IDは IEEE 802インターフェイスタイプのイ
ンターフェイス IDに似ていますが、ルータのMACアドレスプールからの最初のMAC
アドレスが IDとして使用される点が異なります（インターフェイスがMACアドレスを
持たないため）。

PPP（ポイントツーポイントプロトコル）を使用するインターフェ
イスの場合は、接続の両端のインターフェイスが同じMACアド
レスを持つため、接続の両端のインターフェイス IDが、両方の
IDが一意となるまでネゴシエートされます（ランダムに選択さ
れ、必要に応じて再構築されます）。ルータの最初のMACアド
レスが、PPPを使用するインターフェイスの IDとして使用されま
す。

（注）
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ルータに IEEE 802インターフェイスタイプがない場合は、ルータのインターフェイスでリン
クローカル IPv6アドレスが次のシーケンスで生成されます。

1. ルータにMACアドレスが（ルータのMACアドレスプールから）照会されます。

2. 使用可能なMACアドレスがルータにない場合は、ルータのシリアル番号を使用してリン
クローカルアドレスが作成されます。

3. リンクローカルアドレスの作成にルータのシリアル番号を使用できない場合、ルータは
MD5ハッシュを使用して、ルータのホスト名からルータのMACアドレスを決定します。

リンクローカルアドレス

リンクローカルアドレスは、リンクローカルプレフィックス FE80::/10（1111 1110 10）と変更
された EUI-64形式のインターフェイス識別子を使用するすべてのインターフェイスを自動的
に設定できる IPv6ユニキャストアドレスです。ネイバー探索プロトコル（NDP）およびステー
トレス自動設定プロセスでは、リンクローカルアドレスが使用されます。ローカルリンク上

のノードは、リンクローカルアドレスを使用して通信できます。ノードの通信にグローバルに

一意のアドレスは不要です。次の図は、以下のリンクローカルアドレスの構造を示していま

す。

IPv6ルータは、送信元または宛先がリンクローカルアドレスであるパケットを他のリンクに
転送できません。

図 2 :リンクローカルアドレス形式

IPv4互換 IPv6アドレス

IPv4互換 IPv6アドレスは、アドレスの上位 96ビットがゼロであり、アドレスの下位 32ビッ
トが IPv4アドレスである IPv6ユニキャストアドレスです。IPv4互換 IPv6アドレスの形式は、
0:0:0:0:0:0:A.B.C.Dまたは ::A.B.C.Dです。IPv4互換 IPv6アドレスの 128ビット全体がノード
の IPv6アドレスとして使用され、下位 32ビットに埋め込まれた IPv4アドレスがノードの IPv4
アドレスとして使用されます。IPv4互換 IPv6アドレスは、IPv4と IPv6の両方のプロトコル
スタックをサポートするノードに割り当てられ、自動トンネルで使用されます。図に、IPv4互
換 IPv6アドレスの構造と、許容されるいくつかのアドレス形式を示します。
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図 3 : IPv4互換 IPv6アドレス形式

ユニークローカルアドレス

一意のローカルアドレスは、グローバルに一意であり、ローカル通信を目的とした IPv6ユニ
キャストアドレスです。グローバルなインターネット上でのルーティングには対応しておら

ず、サイトなどの限られたエリア内だけでルーティング可能です。限られた複数のサイト間も

ルーティングできる場合もあります。アプリケーションは、一意のローカルアドレスをグロー

バルスコープのアドレスのように扱うことができます。

一意のローカルアドレスには、次の特性があります。

•グローバルに一意のプレフィックスを持っている（一意である可能性が大）。

•既知のプレフィックスがあるため、サイト境界で簡単にフィルタリングできる。

•アドレス競合を発生させたり、これらのプレフィックスを使用するインターフェイスのリ
ナンバリングを必要としたりすることなく、サイトを結合またはプライベートに相互接続

できる。

• ISPに依存せず、永続的または断続的なインターネット接続がなくてもサイト内での通信
に使用できる。

•ルーティングやドメインネームサーバ（DNS）を通して誤ってサイト外に漏れても、他
のどのアドレスとも競合しない。

図に、一意のローカルアドレスの構造を示します。

図 4 :ユニークローカルアドレスの構造
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サイトローカルアドレス

RFC 3879によりサイトローカルアドレスの使用が廃止されたため、プライベート IPv6アドレ
スの設定時には、RFC 4193で推奨されるユニークローカルアドレス（UCA）を使用する必要
があります。

IPv4パケットヘッダー
基本 IPv4パケットヘッダーには、合計サイズが 20オクテット（160ビット）の 12のフィー
ルドがあります。この 12個のフィールドのあとにはオプションフィールドが、さらにそのあ
とに、通常はトランスポートレイヤパケットであるデータ部分が続く場合があります。可変

長のオプションフィールドは、IPv4パケットヘッダーの合計サイズに加算されます。IPv4パ
ケットヘッダーのグレーの部分のフィールドは、IPv6パケットヘッダーに含まれません。

図 5 : IPv4パケットヘッダー形式

簡易 IPv6パケットヘッダー
base IPv6パケットヘッダーには、合計サイズが 40オクテット（320ビット）の 8のフィール
ドがあります。フラグメンテーションはパケットの送信元により処理され、データリンク層の

チェックサムとトランスポート層が使用されます。ユーザデータグラムプロトコル（UDP）
チェックサムにより、内部パケットと基本 IPv6パケットヘッダーの整合性がチェックされ、
オプションフィールドが 64ビットに揃えられるため、IPv6パケットの処理が容易になりま
す。

次の表に、基本 IPv6パケットヘッダーのフィールドをリストします。

表 2 : base IPv6パケットヘッダーフィールド

説明フィールド

IPv4パケットヘッダーのバージョンフィールドに該当
しますが、IPv4で示される数字 4の代わりに、IPv6では
数字 6が示されます。

バージョン

IPv6アドレス
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説明フィールド

IPv4パケットヘッダーのタイプオブサービスフィール
ドと同様です。トラフィッククラスフィールドは、差別

化されたサービスで使用されるトラフィッククラスのタ

グをパケットに付けます。

トラフィッククラス

IPv6パケットヘッダーの新規フィールドです。フロー
ラベルフィールドは、ネットワーク層でパケットを差別

化する特定のフローのタグをパケットに付けます。

フローラベル

IPv4パケットヘッダーの合計長フィールドと同様です。
ペイロード長フィールドは、パケットのデータ部分の合

計長を示します。

ペイロード長

IPv4パケットヘッダーのプロトコルフィールドと同様
です。次ヘッダーフィールドの値により、基本 IPv6ヘッ
ダーに続く情報のタイプが決まります。基本 IPv6ヘッ
ダーに続く情報のタイプは、下の図に示すように、TCP
パケット、UDPパケット、または拡張ヘッダーなどのト
ランスポート層パケットです。

次ヘッダー

IPv4パケットヘッダーの存続可能時間フィールドと同様
です。ホップリミットフィールドの値は、IPv6パケッ
トが無効と見なされる前に通過できるルータの最大数で

す。各ルータを通過するたびに、この値が 1つずつ減少
します。IPv6ヘッダーにはチェックサムがないため、
ルータは値を減らすたびにチェックサムを再計算する必

要がなく、処理リソースが節約されます。

ホップリミット

IPv4パケットヘッダーの送信元アドレスフィールドと
同様ですが、IPv4の 32ビット送信元アドレスの代わり
に、IPv6では 128ビットの送信元アドレスが含まれま
す。

送信元アドレス

IPv4パケットヘッダーの宛先アドレスフィールドと同
様ですが、IPv4の 32ビット宛先アドレスの代わりに、
IPv6では 128ビットの宛先アドレスが含まれます。

宛先アドレス
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図 6 : IPv6パケットヘッダー形式

IPv6拡張ヘッダー

任意に使用できる拡張ヘッダーおよびパケットのデータ部分は、基本 IPv6パケットヘッダー
の 8つのフィールドのあとに続きます。存在する場合は、各拡張ヘッダーが 64ビットに揃え
られます。IPv6パケットの拡張ヘッダーの数は固定されていません。各拡張ヘッダーは、前の
ヘッダーの次ヘッダーフィールドによって識別されます。通常は、最後の拡張ヘッダーに、

TCPやUDPなどのトランスポートレイヤプロトコルの次ヘッダーフィールドがあります。次
の図は、IPv6拡張ヘッダーの形式を示しています。

図 7 : IPv6拡張ヘッダー形式

下表に、拡張ヘッダータイプとその次ヘッダーフィールド値をリストします。

IPv6アドレス
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表 3 : IPv6拡張ヘッダータイプ

説明次ヘッダーの

値

ヘッダータイプ

パケットのパス上のすべてのホップで処理される

ヘッダー。存在する場合、ホップバイホップオプ

ションヘッダーは、常に基本 IPv6パケットヘッ
ダーの直後に続きます。

0ホップバイホップオプ

ション

任意のホップバイホップオプションヘッダーのあ

とに続くことのあるヘッダー。このヘッダーは、

最終の宛先、およびルーティングヘッダーで指定

された各通過アドレスで処理されます。

60宛先オプション

送信元ルーティングに使用されるヘッダー。43ルーティング

送信元が、送信元と宛先の間のパスの最大伝送単

位（MTU）より大きいパケットをフラグメント化
するときに使用されるヘッダー。フラグメント

ヘッダーは、フラグメント化された各パケットで

使用されます。

44フラグメント

パケットのコネクションレス型整合性およびデー

タ発信元認証を提供するために使用されるヘッ

ダー。

51認証

このヘッダーに続くすべての情報は暗号化されま

す。

50Encapsulation Security
Payload

モバイル IPv6サービスのサポートで使用される
ヘッダー。

135モビリティ

Host Identity Protocolバージョン 2（HIPv2）に使用
されるヘッダー。IPマルチホーミングとモバイル
コンピューティングをセキュアな方法で実現でき

るようにします。

139ホスト識別プロトコル

IPマルチホーミングに使用されるヘッダー。これ
により、ホストを複数のネットワークに接続でき

ます。

140シム 6

データ転送のためにパケット内で使用されるヘッ

ダー。2つの主要なトランスポートプロトコルは
TCPと UDPです。

6（TCP）

17（UDP）

上位レイヤヘッダー
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一部のスイッチモデルは、IPv6拡張ヘッダータイプのサブセットのみをサポートします。次
のリストに、Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチ（N3K-C36180YC-Rおよび
N3K-C3636C-R）、および N9K-X9636Q-R、N9K-X9636C-RX、および N9K-X96136YC-Rライ
ンカードを搭載した Cisco Nexus 9504および 9508モジュラシャーシでサポートされる拡張
ヘッダータイプを示します。。

サポート対象：宛先オプション（60）、ルーティング（43）、フラグメント（44）、モビリ
ティ（135）、ホストアイデンティティプロトコル（HIP）（139）、シム 6（140）。

サポート対象外：ホップバイホップオプション（0）、カプセル化セキュリティペイロード
（50）、認証ヘッダー（51）、および試験的ヘッダー（253および 254）。

Cisco NX-OSリリース 9.3(7)以降では、ここにリストされているデバイスで IPv6 ACLを設定
する場合、拡張ヘッダーを含む IPv6パケットの処理に関する新しいルールを含める必要があ
ります。必要な設定手順については、NX-OSリリース 9.3(x)以降の『Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Security Configuration Guide』の「Configuring an ACL for IPv6 Extension Headers」を参照
してください。

（注）

IPv6の DNS
IPv6では、DNSの名前からアドレスおよびアドレスから名前のルックアッププロセスでサポー
トされる DNSレコードタイプがサポートされます。DNSレコードタイプは IPv6アドレスを
サポートしています（表を参照）。

IPv6では、IPv6アドレスから DNS名への逆マッピングもサポートされます。（注）

表 4 : IPv6 DNSレコードタイプ

フォーマット（Format）説明レコードタイ

プ

www.abc.test AAAA
3FFE:YYYY:C18:1::2

ホスト名を IPv6アドレスにマッピン
グします（IPv4の Aレコードと同
等）。

AAAA

2.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.0.1.0.0.0.8.1.c.0.y.y.y.y.e.f.f.3.ip6.int
PTR www.abc.test

IPv6アドレスをホスト名にマッピン
グします（IPv4の PTRレコードと同
等）。

PTR

IPv6アドレス
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IPv6のパスMTUディスカバリ
IPv4の場合と同様に、ホストがダイナミックに、データパス上のすべてのリンクのMTUサイ
ズの差を検出し、それに合わせて調整できるよう、IPv6でパスMTUディスカバリを使用でき
ます。ただし、IPv6では、特定のデータパス上の 1つのリンクのパスMTUがパケットのサイ
ズに十分に対応できる大きさでない場合に、フラグメンテーションはパケットの送信元によっ

て処理されます。IPv6ホストでパケットフラグメンテーションを処理すると、IPv6ルータの
処理リソースが節約され、IPv6ネットワークの効率が向上します。ICMPの Too Bigメッセー
ジの到着によってパスMTUが削減されると、Cisco NX-OSはその低い値を保持します。この
接続では、スループットを測定するためにセグメントサイズが増加することはありません。

IPv6では、最小リンクMTUは 1280オクテットです。IPv6リンクには、1500オクテットの
MTU値の使用を推奨します。

（注）

CDP IPv6アドレスのサポート
ネイバー情報機能用の Cisco Discovery Protocol（CDP）IPv6アドレスのサポートを使用して、
2台のシスコデバイス間で IPv6アドレス指定情報を転送できます。IPv6アドレス向け Cisco
DiscoveryProtocolサポートは、ネットワーク管理製品およびトラブルシューティングツールに
IPv6情報を提供します。

IPv6の ICMP
IPv6の ICMPを使用して、ネットワークのヘルスの情報について説明します。IPv6で動作する
ICMPv6は、パケットを正しく処理できない場合にエラーを報告し、ネットワークのステータ
スに関する情報メッセージを送信します。たとえば、パケットが大きすぎて別のネットワーク

に送信できないためにルータがパケットを転送できない場合、ルータは発信元ホストにICMPv6
メッセージを送信します。さらに、IPv6の ICMPパケットは IPv6ネイバー探索およびパス
MTUディスカバリに使用されます。パスMTUディスカバリプロセスでは、特定のルートで
サポートされる最大サイズを使用してパケットが送信されます。

基本 IPv6パケットヘッダーの次ヘッダーフィールドの値が 58の場合は、IPv6 ICMPパケット
であることを意味します。ICMPパケットは、すべての拡張ヘッダーの後に続き、IPv6パケッ
トの最後の情報です。IPv6 ICMPパケット内の [ICMPv6タイプ（ICMPv6 Type）]フィールド
と [ICMPv6コード（ICMPv6Code）]フィールドは、ICMPメッセージタイプなどの IPv6 ICMP
パケットの詳細を識別します。[チェックサム（ Checksum）]フィールドの値は、送信側で計
算され、IPv6 ICMPパケットと IPv6疑似ヘッダーのフィールドから受信者によって確認されま
す。

IPv6アドレス
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IPv6ヘッダーにはチェックサムがありません。ただし、トランスポート層上のチェックサムに
より、パケットが正しく配信されていないかどうかを判定できます。計算に IPアドレスを含
むすべてのチェックサム計算は、新しい 128ビットアドレスに対応するように IPv6用に変更
する必要があります。チェックサムは、疑似ヘッダーを使用して生成されます。

（注）

ICMPv6ペイロードフィールドには、IPパケット処理に関連するエラー情報または診断情報が
含まれます。次の図は、IPv6 ICMPパケットヘッダーの形式を示しています。

図 8 : IPv6 ICMPパケットヘッダーの形式

IPv6ネイバー探索
IPv6ネイバー探索プロトコル（NDP）を使用して、ネイバールータが到達可能かどうかを判
断できます。IPv6ノードは、ネイバー探索を使用して、同じネットワーク（ローカルリンク）
上のノードのアドレスを決定し、パケットを転送できるネイバールータを見つけ、ネイバー

ルータが到達可能かどうかを確認し、リンク層アドレスの変更を検出します。NDPは、ICMP
メッセージを使用して、到達不能な隣接ルータにパケットが送信されたかどうかを検出しま

す。

IPv6ネイバー送信要求メッセージ
ノードは、同じローカルリンク上の別のノードのリンク層アドレスを決定するときに、ICMP
パケットヘッダーのタイプフィールドの値が 135であるネイバー送信要求メッセージをロー
カルリンクで送信します（下記の図を参照）。送信元アドレスは、ネイバー送信要求メッセー

ジを送信するノードの IPv6アドレスです。宛先アドレスは、宛先ノードの IPv6アドレスに対
応する送信要求ノードマルチキャストアドレスです。ネイバー送信要求メッセージには、送

信元ノードのリンク層アドレスも含まれます。

IPv6アドレス
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図 9 : IPv6ネイバー探索 -ネイバー送信要求メッセージ

ネイバー送信要求メッセージを受信した後に、宛先ノードは、ICMPパケットヘッダーのタイ
プフィールドに値 136を含むネイバーアドバタイズメントメッセージをローカルリンクに送
信することで応答します。送信元アドレスは、ネイバーアドバタイズメントメッセージを送

信するノードの IPv6アドレス（ノードインターフェイスの IPv6アドレス）です。宛先アドレ
スは、ネイバー送信要求メッセージを送信するノードの IPv6アドレスです。データ部分には、
ネイバーアドバタイズメントメッセージを送信するノードのリンク層アドレスが含まれます。

送信元ノードがネイバーアドバタイズメントを受信すると、送信元ノードと宛先ノードが通信

できるようになります。

ネイバー送信要求メッセージは、ノードがネイバーのリンク層アドレスを識別した後に、ネイ

バーの到達可能性を確認できます。ノードがあるネイバーの到達可能性を検証する場合、その

ネイバーのユニキャストアドレスとして、ネイバー送信要求メッセージ内の宛先アドレスを使

用します。

ネイバーアドバタイズメントメッセージは、ローカルリンク上のノードのリンク層アドレス

が変更されたときにも送信されます。変更があった場合、ネイバーアドバタイズメントの宛先

アドレスは全ノードマルチキャストアドレスになります。

ネイバー到達不能検出では、ネイバーの障害またはネイバーへの転送パスの障害が識別されま

す。この検出は、ホストとネイバーノード（ホストまたはルータ）間のすべてのパスで使用さ

れます。ネイバー到達不能検出は、ユニキャストパケットだけが送信されるネイバーに対して

実行され、マルチキャストパケットが送信されるネイバーに対しては実行されません。

ネイバーは、（以前にネイバーに送信されたパケットが受信され、処理されたことを示す）肯

定確認応答がネイバーから返された場合に、到達可能と見なされます。肯定確認応答（TCPな
どの上位層プロトコルからの）は、接続が順調に進んでいる（宛先に到達しつつある）ことを

示します。パケットがピアに到達している場合、それらのパケットは送信元のネクストホップ

ネイバーにも到達しています。転送の進行により、ネクストホップネイバーが到達可能である

ことも確認されます。

ローカルリンク上にない宛先の場合、転送の進行は、ファーストホップルータが到達可能で

あることを暗に意味します。上位層プロトコルからの確認応答がない場合、ノードは、ユニ

キャストネイバー送信要求メッセージを使用してネイバーを探し、転送パスがまだ機能してい

ることを確認します。ネイバーから返信された請求ネイバーアドバタイズメントメッセージ

IPv6アドレス
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は、転送パスがまだ機能しているという肯定確認応答です（請求フラグが値1に設定されたネ
イバーアドバタイズメントメッセージは、ネイバー請求メッセージへの返信としてだけ送信

されます）。非送信要求メッセージでは、送信元ノードから宛先ノードへの一方向パスだけが

確認されます。送信要求ネイバーアドバタイズメントメッセージは、両方向のパスが機能し

ていることを示します。

送信要求フラグが値 0に設定されたネイバーアドバタイズメントメッセージは、転送パスが
まだ機能していることを示す肯定確認応答とは見なされません。

（注）

ネイバー送信要求メッセージは、ユニキャスト IPv6アドレスがインターフェイスに割り当て
られる前にそのアドレスが一意であることを確認するために、ステートレス自動設定プロセス

でも使用されます。新規のリンクローカル IPv6アドレスに対しては、アドレスがインターフェ
イスに割り当てられる前に、最初に重複アドレス検出が実行されます（重複アドレス検出の実

行中、新規アドレスは一時的な状態のままです）。ノードは未指定の送信元アドレスと一時的

なリンクローカルアドレスをメッセージの本文に含むネイバー送信要求メッセージを送信しま

す。そのアドレスが別のノードですでに使用されている場合、ノードは一時的なリンクローカ

ルアドレスを含むネイバーアドバタイズメントメッセージを返します。別のノードが同じア

ドレスの一意性を同時に検証している場合は、そのノードもネイバー送信要求メッセージを返

します。ネイバー送信要求メッセージの返信としてネイバーアドバタイズメントメッセージ

が受信されず、同じ一時アドレスの検証を試行している他のノードからのネイバー送信要求

メッセージも受信されない場合、最初のネイバー送信要求メッセージを送信したノードは、一

時的なリンクローカルアドレスを一意であると見なし、そのアドレスをインターフェイスに割

り当てます。

IPv6ステートレス自動設定
IPv6ノードのすべてのインターフェイスは、インターフェイスの IDおよびリンクローカルプ
レフィックス FE80::/10から自動的に設定されるリンクローカルアドレスを持つ必要がありま
す。リンクローカルアドレスを使用すると、ノードがリンク上の他のノードと通信できます。

また、リンクローカルアドレスを使用して、ノードをさらに設定することもできます。

IPv6ステートレスアドレス自動構成（SLAAC）は、管理インターフェイスでのみ実行されま
す。たとえば、SLAACが管理インターフェイスで有効になっている場合、リンクローカルア
ドレス（LLA）が生成され、リンクローカルアドレスに対して重複アドレス検出（DAD）が
実行されます。重複アドレス検出プロセスが成功すると、インターフェイスは ICMPv6ルータ
要請（RS）パケットを送信します。RSパケットを受信するアップストリームルータは、ICMPv6
ルータアドバタイズメント（RA）で応答します。RAパケットには、インターフェイスのMAC
情報と RAパケット内のアドバタイズされたプレフィックスを使用して、ダウンストリーム
NX-OSスイッチがアドレスを自動生成するサブネットを伝送するプレフィックスTLVオプショ
ンがあります。CiscoNX-OSスイッチは、EUI-64形式でアドレスを自動生成し、新しい自動生
成されたアドレスで DADを実行します。

IPv6アドレスは、特定の時間だけインターフェイスに割り当てられます。各アドレスには、ア
ドレスがインターフェイスに接続されている期間を示すライフタイムがあります。アップスト
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リームルータから送信される RAパケットの TLVプレフィックスには、有効なライフタイム
と優先ライフタイムに関する情報が含まれています。インターフェイスに割り当てられたアド

レスは、2つの異なるフェーズを通過します。最初は、アドレスは優先状態になります。これ
は、アドレスが任意の通信での使用に制限されないことを意味します。現在のインターフェイ

スバインディングが無効になると、アドレスは廃止状態になります。廃止状態では、アドレス

の使用は推奨されません。必ずしも禁止されているわけではありません。サービスを中断せず

に別のアドレスに切り替えることが困難なアプリケーションのみが、廃止されたアドレスを使

用する必要があります。

IPv6コンピューティングノード IP自動構成
K8sクラスタにオンボードし、スイッチとコンピューティングノード間で eBGPピアリングを
確立する前に、接続されたコンピューティングノードをノード IPを接続されたコンピューティ
ングノードに割り当てる必要があります。

CiscoNX-OSリリース 10.3(3)F以降では、CiscoNX-OS 9000シリーズプラットフォームスイッ
チで IPv6コンピューティングノード IP自動構成のサポートが提供され、マルチホームコン
ピューティングノードにノード IPアドレスを割り当てて配布し、割り当てられたノードIPを
使用して K8sクラスタに到達可能性を確立します。

ただし、ノードアドレスの割り当ては SLAACとは異なります。これは、SLAACを介して実
行されるレイヤ 3インターフェイスサブネットでのインターフェイスアドレスプロビジョニ
ングと直交する、ループバックインターフェイスに固有の IPv6アドレスを割り当てる方法で
す。

（注）

この機能は、8505/6775で定義されている標準に準拠しています。

IPv6ルータアドバタイズメントメッセージ
ルータアドバタイズメント（RA）メッセージは、ICMPパケットヘッダーのタイプフィール
ドが値134であり、IPv6ルータの構成済みの各インターフェイスへ定期的に送信されます。ス
テートレス自動構成が正しく機能するには、RAメッセージでアドバタイズされたプレフィッ
クス長が常に 64ビットである必要があります。

RAメッセージは、全ノードマルチキャストアドレスに送信されます（以下の図を参照）。

図 10 : IPv6ネイバー検出：RAメッセージ
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RAメッセージは、全ノードマルチキャストアドレスに送信されます。

RAメッセージには、通常次の情報が含まれています。

•ローカルリンク上のノードがその IPv6アドレスの自動設定に使用できる 1つ以上のオン
リンク IPv6プレフィックス

•アドバタイズメントに含まれる各プレフィックスのライフタイム情報

•完成可能な自動設定のタイプ（ステートレスまたはステートフル）を示すフラグのセット

•デフォルトルータ情報（アドバタイズメントを送信しているルータをデフォルトルータ
として使用する必要があるかどうか、および、その場合は、ルータがデフォルトルータと

して使用される秒単位の時間）

•ホストが発信するパケットで使用する必要のあるホップリミットやMTUなど、ホストに
関する詳細情報

RAは、ルータ送信要求メッセージへの応答としても送信されます。ICMPパケットヘッダー
のタイプフィールドの値が133であるルータ送信要求メッセージは、システム始動時にホスト
によって送信されるため、ホストは次のスケジュールされたRAメッセージを待機することな
くすぐに自動設定できます。通常、送信元アドレスは未指定の IPv6アドレス（0:0:0:0:0:0:0:0）
です。ホストに設定済みのユニキャストアドレスがある場合、ルータ送信要求メッセージを送

信するインターフェイスのユニキャストアドレスが、メッセージ内の送信元アドレスとして使

用されます。宛先アドレスは、リンク範囲の全ルータマルチキャストアドレス。ルータ送信

要求に応答してRAが送信される場合、RAメッセージ内の宛先アドレスはルータ送信要求メッ
セージの送信元のユニキャストアドレスです。

次の RAメッセージパラメータを構成できます。

• RAメッセージの定期的な時間間隔

•（特定のリンク上のすべてのノードで使用される）デフォルトルータとしてのルータの実
用性を示す「ルータライフタイム」値

•特定のリンクで使用されているネットワークプレフィックス

•（特定のリンクで）ネイバー送信要求メッセージが再送信される時間の間隔

•ノードによってネイバーが到達可能である（特定のリンク上のすべてのノードで使用でき
る）と見なされるまでの時間

設定されたパラメータはインターフェイスに固有です。RAメッセージ（デフォルト値を含む）
の送信は、イーサネットとインターフェイス上では自動的にイネーブルになります。他のイン

ターフェイスタイプの場合は、 no ipv6 nd suppress-ra コマンドを入力して RAメッセージを
送信する必要があります。個々のインターフェイスでは、 ipv6 nd suppress-ra コマンドを入力
して、RAメッセージ機能を無効にできます。
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IPv6ネイバーリダイレクトメッセージ
ルータは、ネイバーリダイレクトメッセージを送信して、宛先へのパス上のより適切なファー

ストホップノードをホストに通知しますICMPパケットヘッダーのタイプフィールドの値 137
は、IPv6ネイバーリダイレクトメッセージを示します。

図 11 : IPv6ネイバー探索：ネイバーリダイレクトメッセージ

リダイレクトメッセージ内のターゲットアドレス（最終的な宛先）によって隣接ルータのリ

ンクローカルアドレスが確実に識別されるように、ルータは各隣接ルータのリンクローカル

アドレスを判断できる必要があります。静的ルーティングの場合は、ルータのリンクローカル

アドレスを使用してネクストホップルータのアドレスを指定する必要があります。動的ルー

ティングの場合、隣接ルータのリンクローカルアドレスを交換するように、すべての IPv6ルー
ティングプロトコルを構成する必要があります。

（注）

パケットの転送後に、次の条件が満たされる場合、ルータはパケットの送信元にリダイレクト

メッセージを送信します。

•パケットの宛先アドレスがマルチキャストアドレスではない。

•パケットがルータにアドレッシングされていなかった。

•パケットが、そのパケットを受信したインターフェイスから送信されようとしている。

•ルータが、パケットにより適したファーストホップノードはパケットの送信元と同じリン
ク上にあると判断した。

•パケットの送信元アドレスが、同じリンク上のネイバーのグローバル IPv6アドレス、ま
たはリンクローカルアドレスである。
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IPv6エニーキャストアドレス
エニーキャストアドレスとは、異なるノードに属するインターフェイス一式に割り当てられた

アドレスです。エニーキャストアドレスに送信されたパケットは、使用しているルーティング

プロトコルの定義に従って、そのエニーキャストアドレスが示す最も近いインターフェイスに

送信されます。エニーキャストアドレスは、ユニキャストアドレス空間から割り当てられる

ため、その構文ではユニキャストアドレスと区別できません。ユニキャストアドレスを複数

のインターフェイスに割り当てると、ユニキャストアドレスがエニーキャストアドレスとな

ります。属するエニーキャストアドレスが割り当てられたノードは、アドレスがエニーキャス

トアドレスであることを認識できるよう、設定する必要があります。

エニーキャストアドレスを使用できるのは、ルータだけです。ホストはエニーキャストアド

レスを使用できません。エニーキャストアドレスは、IPv6パケットの送信元アドレスには使
用できません。

（注）

次の図は、サブネットルータエニーキャストアドレスのフォーマットを示します。このアド

レスには、連続するゼロに連結されたプレフィックス（インターフェイス ID）があります。
サブネットルータエニーキャストアドレスを使用すると、サブネットルータエニーキャスト

アドレスのプレフィックスが示すリンク上のルータに到達できます。

図 12 :サブネットルータエニーキャストアドレスの形式

IPv6マルチキャストアドレス
IPv6マルチキャストアドレスは、FF00::/8（1111 1111）というプレフィックスを持つ IPv6ア
ドレスです。IPv6マルチキャストアドレスは、異なるノードに属するインターフェイス一式
の IDです。マルチキャストアドレスに送信されたパケットは、マルチキャストアドレスが示
すすべてのインターフェイスに配信されます。プレフィックスに続く2番めのオクテットで、
マルチキャストアドレスのライフタイムとスコープが定義されます。永久マルチキャストア

ドレスはライフタイムパラメータが 0に等しく、一時マルチキャストアドレスのライフタイ
ムパラメータは1に等しくなっています。ノード、リンク、サイト、または組織のスコープ、
またはグローバルスコープを持つマルチキャストアドレスのスコープパラメータはそれぞれ、

1、2、5、8、または Eです。たとえば、プレフィックスが FF02::/16のマルチキャストアドレ
スは、リンクスコープを持つ永続マルチキャストアドレスです。次の図に、IPv6マルチキャ
ストアドレスの形式を示します。
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図 13 : IPv6マルチキャストアドレス形式

IPv6ノード（ホストとルータ）は、（受信パケットの宛先となる）次のマルチキャストグルー
プに加入する必要があります。

•全ノードマルチキャストグループ FF02:0:0:0:0:0:0:1（スコープはリンクローカル）

•割り当てられたユニキャストアドレスおよびエニーキャストアドレスごとの送信要求ノー
ドマルチキャストグループ FF02:0:0:0:0:1:FF00:0000/104

IPv6ルータは、全ルータマルチキャストグループ FF02:0:0:0:0:0:0:2（スコープはリンクロー
カル）にも加入する必要があります。

送信要求ノードマルチキャストアドレスは、IPv6ユニキャストアドレスまたはエニーキャス
トアドレスに対応するマルチキャストグループです。IPv6ノードは、割り当てられているユ
ニキャストアドレスおよびエニーキャストアドレスごとに、関連付けられた送信要求ノード

マルチキャストグループに加入する必要があります。IPv6送信要求ノードマルチキャストア
ドレスには、対応する IPv6ユニキャストアドレスまたは IPv6エニーキャストアドレスの下
位 24ビットに連結されたプレフィックス FF02:0:0:0:0:1:FF00:0000/104があります（下図を参
照）。たとえば、IPv6アドレス2037::01:800:200E:8C6Cに対応する送信要求ノードマルチキャ
ストアドレスはFF02::1:FF0E:8C6Cです。送信要求ノードアドレスは、ネイバー送信要求メッ
セージで使用されます。

図 14 : IPv6送信要求ノードマルチキャストアドレス形式

IPv6にはブロードキャストアドレスはありません。ブロードキャストアドレスの代わりに
IPv6マルチキャストアドレスが使用されます。

（注）
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LPMルーティングモード
デフォルトでは、Cisco NX-OSは、デバイス上で最長プレフィックス一致（LPM）を許可する
ように階層的にルーティングします。ただし、より多くの LPMルートエントリをサポートす
るために、異なるルーティングモード用にデバイスを設定できます。

次の表に、Cisco Nexus 9000シリーズスイッチでサポートされている LPMルーティングモー
ドを示します。

Cisco Nexus 9200シリーズスイッチ用の LPMルーティングモード

表 5 : Cisco Nexus 9200シリーズスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

デフォルトのシステムルーティングモード

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモード

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード

Cisco Nexus 9200プラットフォームスイッチは、IPv4マルチキャストルートの system routing
template-lpm-heavyモードをサポートしていません。LPMの上限を 0にリセットしてくださ
い。

（注）

Cisco Nexus 9300シリーズスイッチ用の LPMルーティングモード

表 6 : Cisco Nexus 9300シリーズスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドBroadcom T2モードLPMルーティングモード

3デフォルトのシステムルー

ティングモード

system routing max-mode l34ALPMルーティングモード

Cisco Nexus 9300-EX/FX/FX2/FX3/GXプラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

表 7 : Cisco Nexus 9300-EX/FX/FX2/FX3/GXプラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-dual-stack-host-scaleLPMデュアルホストルーティングモード

system routing template-lpm-heavyLPMヘビールーティングモード
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CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-internet-peeringLPMインターネットピアリングモード

Cisco Nexus 9300-FXプラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

Cisco Nexus 9300-FX2プラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

Cisco Nexus 9300-GXプラットフォームスイッチ用の LPMルーティングモード

9700-EXおよび 9700-FXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチ用
LPMルーティングモード

表 8 : 9700-EXおよび 9700-FXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチ用 LPMルーティング
モード

CLIコマンドBroadcom T2モードLPMルーティングモード

3（ラインカード用）。

4（ファブリックモジュール
用）

デフォルトのシステムルー

ティングモード

system routing max-mode host2（ラインカード用）。

3（ファブリックモジュール
用）

最大-ホストルーティングモー
ド

system routing
non-hierarchical-routing
[max-l3-mode]

3（ラインカード用）。

max-l3-modeオプション付き4
（ラインカード用）

非階層ルーティングモード

system routing mode
hierarchical 64b-alpm

モード4のサブモード（ファブ
リックモジュール用）

64ビットALPMルーティング
モード

system routing
template-lpm-heavy

（注）

このモードは、9732C-EXラ
インカードを搭載した Cisco
Nexus 9508スイッチでのみサ
ポートされます。

LPMヘビールーティング
モード
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CLIコマンドBroadcom T2モードLPMルーティングモード

system routing
template-internet-peering

（注）

このモードは、次の Cisco
Nexus 9500プラットフォーム
スイッチでのみサポートされ

ています。

• 9700-EXラインカード搭
載の Cisco Nexus 9500プ
ラットフォームスイッチ

• Cisco Nexus 9500-FXプ
ラットフォームスイッチ

（Cisco NX-OSリリース
7.0(3)I7(4)以降）

• Cisco 9500-Rプラット
フォームスイッチ（Cisco
NX-OSリリース 9.3(1)以
降）

LPMインターネットピアリン
グモード

LPMデュアルホストルーティ
ングモード

9600-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチの LPMルーティ
ングモード

表 9 : 9600-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチの LPMルーティングモード

CLIコマンドLPMルーティングモード

system routing template-internet-peering

（Cisco NX-OSリリース 9.3(1)以降）

LPMインターネットピアリングモード

ホストから LPMへのスピルオーバー

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I5(1)以降では、ホストルートを LPMテーブルに保存して、より
大きなホストスケールを実現できます。ALPMモードでは、スイッチはより少ないホストルー
トを許可します。サポートされるスケールよりも多くのホストルートを追加すると、ホスト

テーブルからこぼれたルートは LPMテーブルの LPMルートのスペースを使用します。この
モードで許可される LPMルートの総数は、保存されているホストルートの数だけ減少しま
す。この機能は、Cisco Nexus 9300および 9300プラットフォームスイッチではサポートされ
ていません。
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デフォルトのシステムルーティングモードでは、Cisco Nexus 9300プラットフォームスイッ
チは、より高いホストスケールとより少ない LPMルート用に設定され、より多くのホスト
ルートを保存するために LPMスペースを使用できます。Cisco Nexus 9500プラットフォーム
スイッチでは、デフォルトのシステムルーティングモードと非階層型ルーティングモードの

みがラインカードでこの機能をサポートします。ファブリックモジュールはこの機能をサポー

トしていません。

仮想化のサポート
IPv6は、仮想ルーティング/転送（VRF）インスタンスをサポートします。

ECMPを使用した IPv6ルート
ルートのすべてのネクストホップが収集、ドロップ、またはパントの場合、すべてのネクスト

ホップはマルチパスハードウェアテーブルにそのままプログラムされます。

ルートの一部のネクストホップがグリーニング、ドロップ、またはパントであり、残りのネク

ストホップがそうでない場合、非グリーニング、ドロップ、またはパントのネクストホップの

みがマルチパスハードウェアテーブルにプログラムされます。

ECMPルートの特定のネクストホップが解決されると（ARP/IPV6NDが解決されると）、それ
に応じてマルチパスハードウェアテーブルが更新されます。

インターフェイスピアリングバックアップパスは、IPv6ネイバー経由で学習した IPv4アド
レスファミリではサポートされません。

IPv6の前提条件
IPv6には、次の前提条件があります。

• IPv6アドレッシングおよび IPv6ヘッダー情報などの IPv6の基本に関する詳しい知識が必
要です。

•デバイスをデュアルスタックデバイス（IPv4/IPv6）にする場合は、必ずメモリ/処理の注
意事項に従ってください。

IPv6の注意事項および制約事項
IPv6設定時の注意事項および制約事項は、次のとおりです。

•インターネットピアリングモードに設定された Cisco Nexus 9300-EXおよび Cisco Nexus
9300-FX2プラットフォームスイッチには、完全な IPv4および IPv6インターネットルー
トを同時にインストールするための十分なハードウェア容量がない場合があります。
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•スイッチは、IPv6フレームを転送する前にレイヤ 3パケット情報を確認しないため、IPv6
パケットは、レイヤ 2 LANスイッチに対して透過的です。IPv6ホストは、レイヤ 2 LAN
スイッチに直接接続できます。

•インターフェイスの同じプレフィックス内に複数の IPv6グローバルアドレスを設定でき
ます。ただし、1つのインターフェイス上での複数の IPv6リンクローカルアドレスはサ
ポートされません。

• IPv6 LLAを使用するには、ing-sup の TCAMリージョンをデフォルト値の 512から 768
に再分割する必要があります。この手順では、コピー実行の開始とリロードが必要です。

• IPv6スタティックルートのネクストホップリンクローカルアドレスは、どのローカルイ
ンターフェイスでも設定できません。

•リンクローカル IPv6アドレスを使用する場合は、BGP更新ソースを定義する必要があり
ます。

• RFC 3879によりサイトローカルアドレスの使用が廃止されたため、RFC 4193のユニーク
ローカルアドレス（ULA）の推奨に従って、プライベート IPv6アドレスを設定する必要
があります。

• system routing template-internet-peeringを設定した場合、マルチキャストトラフィックは
サポートされません。ただし、スイッチに機能 PIMおよび PIMを設定することは引き続
き可能です。

• Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチの場合、インターネットピアリングモー
ドは、グローバルインターネットルーティングテーブルで配信されるプレフィックスパ

ターンでのみ使用されます。このモードでは、他のプレフィックス配布/パターンは動作
できますが、予測できません。その結果、プレフィックスパターンが実際のインターネッ

トプレフィックスパターンである場合にのみ、達成可能な最大 LPM/LEMスケールが信
頼できます。インターネットピアリングモードでは、グローバルインターネットルー

ティングテーブル内のルートプレフィックスパターン以外のルートプレフィックスパ

ターンが使用されている場合、スイッチは文書化されたスケーラビリティの数値を正常に

達成できない可能性があります。

• LPMの重いルーティングモードは、9700-EX、-FX、および-GXシリーズモジュールを搭
載した Cisco Nexus 9500シリーズスイッチでサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 10.2(3)F以降、設定された間隔に基づいて IPv6リダイレクトメッ
セージがトリガーされると、syslogが出力されます。

• Cisco NX-OSリリース 10.3(1)F以降、スタティックルーティングが Cisco Nexus 9808ス
イッチでサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、静的ルーティングが Cisco Nexus 9804スイッチでサ
ポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 10.3(1)F以降、ダイナミックルーティングが Cisco Nexus 9808ス
イッチでサポートされます。
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• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、ダイナミックルーティングが Cisco Nexus 9804ス
イッチでサポートされます。

• CiscoNX-OSリリース10.3(3)F以降、IPv6コンピューティングノード IP自動構成機能は、
次の制限付きで Cisco NX-OS 9000シリーズプラットフォームスイッチでサポートされま
す。

• RAプレフィックスは、プレフィックス長が64のオフリンクとして構成する必要があ
ります。

•マルチホームコンピューティングノードがある場合は、L1スイッチと L2スイッチ
の両方で同じ RAプレフィックスを構成する必要があります。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、ダイナミックルーティングは、9808および 9804ス
イッチを搭載した Cisco Nexus X98900CD-Aおよび X9836DM-Aラインカードでサポート
されます。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(1)F以降、スタティックルーティングは、9808および 9804ス
イッチを搭載した Cisco Nexus X98900CD-Aおよび X9836DM-Aラインカードでサポート
されます。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(2)F以降、スタティックルーティングは Cisco Nexus 9232E-B1
スイッチでサポートされます。

• Cisco NX-OSリリース 10.4(2)F以降では、次の IPv6レイヤ 3機能が Cisco Nexus 9232E-B1
スイッチでサポートされています。

• IPv6ユニキャストルート

• IPv6ホストルート

• IPv6ネイバー探索

• BGPネイバー

• Cisco NX-OSリリース 10.6(1)F以降では、次の IPv6レイヤ 3機能が N9336C-SE1スイッチ
でサポートされています。

• IPv6ユニキャストルート

• IPv6ホストルート

• IPv6ネイバー探索

• ARP

• Cisco NX-OSリリース 10.6(2)F以降では、template-l3-host-heavyを使用して /128ホスト
ルートを処理し、検証済みの制限まで IPv6ルートスケールを増加させることができます。
この新しいテンプレートは、Cisco Nexus N9300-FX2プラットフォームスイッチで導入さ
れました。
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IPv6の設定

IPv6アドレスの設定
インターフェイスの IPv6アドレスを設定して、インターフェイスが IPv6トラフィックを転送
できるようにします。インターフェイスでグローバル IPv6アドレスを設定すると、リンクロー
カルアドレスが自動的に設定され、そのインターフェイスで IPv6が有効となります。

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 interface ethernet number

例：

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス設定モードを開始します。

ステップ 3 ipv6 address {address [eui64] [route-preference preference] [secondary] [tag tag-id] or ipv6 address ipv6-address
use-link-local-only

例：

switch(config-if)# ipv6 address
2001:0DB8::1/10

または

switch(config-if)# ipv6 address
use-link-local-only

インターフェイスに割り当てられている IPv6アドレスを指定し、そのインターフェイスで IPv6処理をイ
ネーブルにします。

ipv6 addressコマンドを入力すると、IPv6アドレスの下位 64ビットにインターフェイス IDを含むグロー
バル IPv6アドレスが設定されます。指定する必要があるのはアドレスの64ビットネットワークプレフィッ
クスだけです。最後の 64ビットはインターフェイス IDから自動的に計算されます。

ipv6 address use-link-local-onlyを入力します。コマンドを入力すると、インターフェイスのリンクローカ
ルアドレスが設定されます。このアドレスは、IPv6がインターフェイスでイネーブルになっているときに
自動的に設定されるリンクローカルアドレスの代わりに使用されます。

このコマンドは、IPv6アドレスを設定せずに、インターフェイス上で IPv6処理をイネーブルにします。
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ステップ 4 （任意） show ipv6 interface

例：

switch(config-if)# show ipv6 interface

IPv6用に設定されたインターフェイスを表示します。

ステップ 5 （任意） copy running-config startup-config

例：

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

この設定変更を保存します。

例

次に、IPv6アドレスを設定する例を示します。
switch# <userinput>configure terminal</userinput>

switch(config)# <userinput>interface ethernet 3/1</userinput>
switch(config-if)# <userinput>ipv6 address ?</userinput>
A:B::C:D/LEN IPv6 prefix format: xxxx:xxxx/ml, xxxx:xxxx::/ml,
xxxx::xx/128
use-link-local-only Enable IPv6 on interface using only a single link-local
address
switch(config-if)# <userinput>ipv6 address 2001:db8::/64 eui64</userinput>

次に、IPv6インターフェイスを表示する例を示します。
switch(config-if)# <userinput>show ipv6 interface ethernet 3/1</userinput>

Ethernet3/1, Interface status: protocol-down/link-down/admin-down, iod: 36
IPv6 address: 2001:db8:0000:0000:0218:baff:fed8:239d
IPv6 subnet: 2001:db8::/64
IPv6 link-local address: fe80::0218:baff:fed8:239d (default)
IPv6 multicast routing: disabled
IPv6 multicast groups locally joined:
ff02::0001:ffd8:239d ff02::0002 ff02::0001 ff02::0001:ffd8:239d
IPv6 multicast (S,G) entries joined: none
IPv6 MTU: 1500 (using link MTU)
IPv6 RP inbound packet-filtering policy: none
IPv6 RP outbound packet-filtering policy: none
IPv6 inbound packet-filtering policy: none
IPv6 outbound packet-filtering policy: none
IPv6 interface statistics last reset: never
IPv6 interface RP-traffic statistics: (forwarded/originated/consumed)
Unicast packets: 0/0/0
Unicast bytes: 0/0/0
Multicast packets: 0/0/0
Multicast bytes: 0/0/0
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最大ホストルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9500プラット
フォームスイッチのみ）

デフォルトでは、デバイスは階層方式で（モード 4になるように設定されたファブリックモ
ジュールとモード3になるように設定されたラインカードモジュールで）ルートをプログラミ
ングし、デバイス上での最長プレフィクス照合（LPM）とホストスケールが可能になります。

デフォルトの LPMおよびホストスケールを変更してシステム内のホストをさらにプログラミ
ングできます。これは、ノードをレイヤ 2～レイヤ 3の境界ノードとして位置付けるときに必
要になる場合があります。

LPMテーブルのエントリをさらに拡大したい場合は、非階層ルーティングモードの設定
（Configuring Nonhierarchical Routing Mode（Cisco Nexus 9500シリーズスイッチのみ））の項
を参照して、ラインカード上のレイヤ 3 IPv4および IPv6ルートすべてをプログラミングして
ファブリックモジュール上のルートはそのままにするようデバイスを設定します。

（注）

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

最大ホストルーティングモードのスケール数については、『CiscoNexus 9000シリーズNX-OS
検証済みスケーラビリティガイド』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル設定モードを開始します。

ステップ 2 [no] system routing max-mode host

例：

switch(config)# system routing max-mode host

ラインカードを Broadcom T2モード 2に、ファブリックモジュールを Broadcom T2モード 3にして、サ
ポートされるホスト数を増やします。

ステップ 3 （任意） show forwarding route summary
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例：

switch(config)# show forwarding route summary

LPMルーティングモードを表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config

この設定変更を保存します。

ステップ 5 reload

例：

switch(config)# reload

デバイス全体をリブートします。

非階層ルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9500シリーズスイッ
チのみ）

ホストの規模が小さい場合（純粋なレイヤ3配置の場合など）、コンバージェンスパフォーマ
ンスを向上させるために、ラインカードの最長プレフィクス照合（LPM）のルートをプログラ
ミングすることを推奨します。そうすることによって、ラインカードのルートおよびホストが

プログラミングされ、ファブリックモジュールのルートはプログラミングされません。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 [no] system routing non-hierarchical-routing [max-l3-mode]

例：

switch(config)# system routing
non-hierarchical-routing max-l3-mode
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ラインカードを Broadcom T2モード 3（またはmax-l3-modeオプションを使用している場合は Broadcom T2
モード 4）にし、より大きな LPMスケールをサポートします。その結果、IPv4および IPv6ルートのすべ
てが、ファブリックモジュールではなくラインカードでプログラミングされます。

ステップ 3 （任意） show forwarding route summary

例：

switch(config)# show forwarding route
summary
Mode 3:
120K IPv4 Host table
16k LPM table (> 65 < 127 1k entry
reserved)
Mode 4:
16k V4 host/4k V6 host
128k v4 LPM/20K V6 LPM

LPMモードを表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config
startup-config

この設定変更を保存します。

ステップ 5 reload

例：

switch(config)# reload

デバイス全体をリブートします。

64ビット ALPMルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9500プラッ
トフォームスイッチのみ）

64ビットアルゴリズム最長プレフィックス一致（ALPM）機能を使用して、IPv4および IPv6
ルートテーブルエントリを管理できます。64ビット ALPMルーティングモードでは、デバイ
スに保存できるルートエントリの数が増加します。このモードでは、次のいずれかをプログラ

ムできます。

• 80,000 IPv6エントリ、IPv4エントリなし

• IPv6エントリなし、128,000の IPv4エントリ

• x個の IPv6エントリと IPv4エントリ。ここで 2x + y <= 128,000

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）
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64ビット ALPMルーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000シリーズ
NX-OS検証済みスケーラビリティガイド』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル設定モードを開始します。

ステップ 2 [no] system routing mode hierarchical 64b-alpm

例：

switch(config)# system routing mode
hierarchical 64b-alpm

マスク長が 64以下のすべての IPv4および IPv6 LPMルートをファブリックモジュールにプログラミングし
ます。IPv4および IPv6のすべてのホストルート、およびマスク長が 65～ 127であるすべての LPMルー
トがラインカードでプログラミングされます。

ステップ 3 （任意） show forwarding route summary

例：

switch(config)# show forwarding route
summary

LPMモードを表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config
startup-config

この設定変更を保存します。

ステップ 5 reload

例：

switch(config)# reload

デバイス全体をリブートします。
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ALPMルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9300プラットフォーム
スイッチのみ）

Cisco Nexus 9300プラットフォームスイッチは、多数の LPMルートエントリをサポートする
ように設定できます。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。

• ALPMルーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000シリーズNX-OS
検証済みスケーラビリティガイド』を参照してください。

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル設定モードを開始します。

ステップ 2 [no] system routing max-mode l3

例：

switch(config)# system routing max-mode l3

デバイスを Broadcom T2モード 4にして、より大きな LPMスケールをサポートします。

ステップ 3 （任意） show forwarding route summary

例：

switch(config)# show forwarding
route summary

LPMモードを表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config
startup-config

この設定変更を保存します。

ステップ 5 reload

例：

switch(config)# reload

デバイス全体をリブートします。
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IPv6ネイバー探索の設定
ルータで IPv6ネイバー探索を構成できます。

NDPは、IPv6ノードとルータを有効にして、同じリンク上のネイバーのリンク層アドレスを
特定し、隣接ルータを見つけ、ネイバーの動向を把握します。

始める前に

最初にインターフェイスで IPv6を有効にする必要があります。

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 interface ethernet number

例：

switch(config)# interface ethernet 2/3
switch(config-if)#

インターフェイス設定モードを開始します。

ステップ 3 ipv6 nd [hop-limit hop-limit | managed-config-flag | mtu mtu | ns-interval interval | other-config-flag | prefix |
ra-interval interval | ra-lifetime lifetime | reachable-time time | redirects | retrans-timer time | suppress-ra]

例：

switch(config-if)# ipv6 nd prefix

インターフェイスに割り当てられている IPv6アドレスを指定し、そのインターフェイスで IPv6処理をイ
ネーブルにします。

• hop-limit：IPv6ネイバー検出パケットでホップリミットをアドバタイズします。値の範囲は 0～ 255
です。

• managed-config-flag：ステートフルアドレス自動構成を使用してアドレス情報を取得するために、
ICMPv6ルータアドバタイズメントメッセージ内でアドバタイズします。

• mtu：このリンク上で ICMPv6ルータアドバタイズメントメッセージで最大伝送単位（MTU）をアド
バタイズします。範囲は 1280～ 65535バイトです。

• ns-interval：IPv6ネイバー送信要求メッセージ間の再送信間隔を構成します。範囲は 1000～ 3600000
ミリ秒です。

• other-config-flag：ICMPv6ルータアドバタイズメントメッセージで、ホストがアドレス以外の関連情
報を取得するためにステートフル自動構成を使用することを示します。
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• prefix：ルータアドバタイズメントメッセージで IPv6プレフィックスをアドバタイズします。

• ra-interval：ICMPv6ルータアドバタイズメントメッセージの送信間の間隔を構成します。範囲は 4
～ 1800秒です。

• ra-lifetime：ICMPv6ルータアドバタイズメントメッセージで、デフォルトルータのライフタイムを
アドバタイズします。範囲は 0～ 9000秒です。

• reachable-time：ICMPv6ルータアドバタイズメントメッセージで、ノードが到達可能性確認を受信し
たあとにネイバーをアップしていると見なした時間をアドバタイズします。範囲は 0～ 9000秒です。

• redirects：ICMPv6リダイレクトメッセージの送信を有効にします。

（注）

IPv6リダイレクトを無効にする場合は、一部の IPv6パケットが CPUにリークされる可能性があるた
め、IPv4リダイレクトも無効にする必要があります。

• retrans-timer：time：ICMPv6ルータアドバタイズメントメッセージで、ネイバー送信要求メッセー
ジ間の時間をアドバタイズします。範囲は 0～ 9000秒です。

• suppress-ra：ICMPv6ルータアドバタイズメントメッセージの送信を無効にします。

ステップ 4 （任意） show ip nd interface

例：

switch(config-if)# show ip interface

IPv6ネイバー検出に構成されたインターフェイスを表示します。

ステップ 5 （任意） copy running-config startup-config

例：

switch(config-if)# copy running-config startup-config

この設定変更を保存します。

例

次に、IPv6ネイバー探索到達可能時間を構成する例を示します。
switch# <userinput>configure terminal</userinput>

switch(config)# <userinput>interface ethernet 3/1</userinput>
switch(config-if)# <userinput>ipv6 nd reachable-time 10</userinput>

次に、IPv6インターフェイスを表示する例を示します。
switch# <userinput>configure terminal</userinput>

switch(config)# <userinput>show ipv6 nd interface ethernet 3/1</userinput>

ICMPv6 ND Interfaces for VRF "default"
Ethernet3/1, Interface status: protocol-down/link-down/admin-down
IPv6 address: 0dc3:0dc3:0000:0000:0218:baff:fed8:239d
ICMPv6 active timers:
Last Neighbor-Solicitation sent: never
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Last Neighbor-Advertisement sent: never
Last Router-Advertisement sent:never
Next Router-Advertisement sent in: 0.000000
Router-Advertisement parameters:
Periodic interval: 200 to 600 seconds
Send "Managed Address Configuration" flag: false
Send "Other Stateful Configuration" flag: false
Send "Current Hop Limit" field: 64
Send "MTU" option value: 1500
Send "Router Lifetime" field: 1800 secs
Send "Reachable Time" field: 10 ms
Send "Retrans Timer" field: 0 ms
Neighbor-Solicitation parameters:
NS retransmit interval: 1000 ms
ICMPv6 error message parameters:
Send redirects: false
Send unreachables: false

オプションの IPv6ネイバー探索
次のオプションの IPv6ネイバー探索コマンドを使用できます。

表 10 :

目的コマンド

ルータアドバタイズメントおよびルータから

発信されるすべての IPv6パケットで使用され
るホップの最大数を構成します。

ipv6 nd hop-limit

「managed address configuration flag」フラグ
は、IPv6ルータアドバタイズメントで設定さ
れません。

ipv6 nd managed-config-flag

各インターフェイスにおいて送信される IPv6
パケットの最大伝送単位（MTU）サイズを設
定します。

ipv6 nd mtu

インターフェイスで IPv6ネイバー再送信要求
メッセージが送信される時間間隔を設定しま

す。

ipv6 nd ns-interval

IPv6ルータアドバタイズメントに「other
stateful configuration」フラグを構成します。

ipv6 nd other-config-flag

インターフェイスで IPv6ルータアドバタイズ
メント（RA）メッセージが送信される時間間
隔を構成します。

ipv6 nd ra-interval
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目的コマンド

インターフェイス上の IPv6ルータアドバタイ
ズメントに含まれるルータのライフタイム値

を構成します。

ipv6 nd ra-lifetime

到達可能性確認イベントがいくつか発生した

後、リモート IPv6ノードが到達可能と見なさ
れる時間を構成します。

ipv6 nd reachable-time

ICMPv6リダイレクトメッセージの送信を有
効にします。

ipv6 nd redirects

ルータアドバタイズメントのネイバー送信要

求メッセージ間のアドバタイズ時間を構成し

ます。

ipv6 nd retrans-timer

LANインターフェイス上で IPv6ルータアド
バタイズメントの送信を抑制します。

ipv6 nd suppress-ra

IPv6パケット検証の構成
Cisco NX-OSは、IPv6パケットの検証をチェックする侵入検知システム（IDS）をサポートし
ています。これらの IDSチェックは有効または無効にできます。

手順

ステップ 1 必要に応じ、以下のコマンドを使用して、グローバル構成モードで IPv6 IDSチェックを有効にします。

例：

hardware ip verify address {destination zero | identical | reserved | source multicast}
hardware ipv6 verify length {consistent | maximum {max-frag | max-tcp |

udp}}
hardware ipv6 verify tcp tiny-frag
hardware ipv6 verify version

以下のコマンドは、IPv6パケットに対してさまざまな IDSチェックを実行します。

IPv6アドレス
37

IPv6アドレス

IPv6パケット検証の構成



表 11 : IPv6 IDSのマンドリファレンス

説明コマンド

IPv6アドレスに対して次の IDSチェックを実行しま
す。

• destination zero：宛先 IPアドレスが ::である場
合は IPv6パケットをドロップします。

• identical：送信元 IPv6アドレスが宛先 IPv6ア
ドレスと同じである場合は IPv6パケットをド
ロップします。

• reserved：IPv6アドレスが ::1である場合は、
IPv6パケットをドロップします。

• source multicast：送信元 IPv6アドレスが
FF00::/8の範囲内（マルチキャスト）である場
合は IPv6パケットをドロップします。

hardware ip verify address {destination zero | identical
| reserved | source multicast }

IPv6アドレスに対して次の IDSチェックを実行しま
す。

• consistent：イーサネットフレームサイズが、
IPv6パケット長にイーサネットヘッダーを加え
た値以上の場合には、IPv6パケットをドロップ
します。

• maximum max-frag：計算式（IPv6ペイロード
長 - IPv6拡張ヘッダーバイト数）+（フラグメ
ントオフセット * 8）の値が 65536より大きい
場合には、IPv6パケットをドロップします。

• maximum max-tcp：TCP長が IPペイロード長
より長い場合は、IPv6パケットをドロップしま
す。

• maximumudp：IPv6ペイロード長がUDPパケッ
ト長を下回る場合には、IPv6パケットをドロッ
プします。

hardware ipv6 verify length {consistent | maximum {
max-frag | max-tcp | udp }}

IPv6フラグメントオフセットが 1の場合、または
IPv6フラグメントオフセットが 0で IPペイロード
長が 16未満の場合、TCPパケットをドロップしま
す。

hardware ipv6 verify tcp tiny-frag

EtherTypeが 6（IPv6）に設定されていない場合、
IPv6パケットをドロップします。

hardware ipv6 verify version
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IDSチェックは、設定どおりに IPv6パケット検証に対して有効になっています。

ステップ 2 IPv6パケット検証の設定を表示します。

例：

show hardware forwarding ip verify

現在の IPv6パケット検証の設定が表示されます。

IPv6ステートレス自動設定の定義

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 interface management number

例：

switch(config)# interface mgmt0

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイスをインターフェイスコンフィギュレーションモード

にします。

ステップ 3 ipv6 address autoconfig

例：

switch(config-if)# ipv6 address autoconfig

管理インターフェイスでステートレス自動構成を使用して、IPv6アドレスの自動構成を有効にします。

ステップ 4 ipv6 address autoconfig default

例：

switch(config-if)# ipv6 address autoconfig default

管理インターフェイスでステートレス自動構成を使用して IPv6アドレスの自動構成を有効にし、ルータア
ドバタイズメントで受信したリンクローカルアドレスのネクストホップを持つデフォルトルートを追加し

ます。
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例

次に、show ipv6 interfaceコマンドを使用して、管理インターフェイスで IPv6アドレス
が構成されていることを表示および確認する例を示します。[情報（Information）]に
は、SLAACで生成されたアドレスを含む、インターフェイスに構成されているすべて
の IPV6アドレスが表示されます。また、ステートレスアドレスの自動構成がインター
フェイスで有効になっているかどうかも示します。

Device# show ipv6 interface mgmt 0

IPv6 Interface Status for VRF "management"(2)
mgmt0, Interface status: protocol-up/link-up/admin-up, iod: 2
IPv6 address:
1955::2f6:63ff:fe8b:c9f8/64 [VALID]
IPv6 subnet: 1955::/64
IPv6 link-local address: fe80::2f6:63ff:fe8b:c9f8 (default) [VALID]
…..
Stateless autoconfig configured on the interface

This example shows how to use the show ipv6 route vrf management command
to display the IPv6 routing table for VRF management:

Device# show ipv6 route vrf management

IPv6 Routing Table for VRF "management"
'*' denotes best ucast next-hop
'**' denotes best mcast next-hop
'[x/y]' denotes [preference/metric]
0::/0, ubest/mbest: 1/0
*via fe80::2f6:63ff:fe8b:c9ff, mgmt0, [2/0], 00:02:00, icmpv6
1955::/64, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 1955::2f6:63ff:fe8b:c9f8, mgmt0, [0/0], 15:59:22, direct,
1955::2f6:63ff:fe8b:c9f8/128, ubest/mbest: 1/0, attached
*via 1955::2f6:63ff:fe8b:c9f8, mgmt0, [0/0], 15:59:22, local

This example shows how to use the show ipv6 nd int mgmt command to display
the ICMPv6 ND interfaces for VRF management:

Device# show ipv6 nd int mgmt 0

ICMPv6 ND Interfaces for VRF "management"
mgmt0, Interface status: protocol-up/link-up/admin-up
IPv6 address:
1955::2f6:63ff:fe8b:c9f8/64 [VALID]
IPv6 link-local address: fe80::2f6:63ff:fe8b:c9f8 [VALID]
…….
Subnets configured via SLAAC and their states:

Prefix 1955::/64[PREFERRED] Preferred lifetime left: 6d23h Valid lifetime
lef

t: 4w1d
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LPMヘビールーティングモードの構成（CiscoNexus9200および9300-EX
プラットフォームスイッチおよび 9732C-EXラインカードのみ）

Cisco NX-OSリリース 7.0(3)I4(4)以降では、極めて多くの LPMルートエントリをサポートす
るために LPMのヘビールーティングモードを設定できます。このルーティングモードをサ
ポートするのは、Cisco Nexus 9200および 9300-EXシリーズのスイッチと、9732C-EXライン
カードを搭載した Cisco Nexus 9508スイッチだけです。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

LPMヘビールーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
Verified Scalability Guide』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル設定モードを開始します。

ステップ 2 [no] system routing template-lpm-heavy

例：

switch(config)# system routing template-lpm-heavy

デバイスを LPMヘビールーティングモードにして、より大きな LPMスケールをサポートします。

ステップ 3 （任意） show system routing mode

例：

switch(config)# show system routing mode
Configured System Routing Mode: LPM Heavy
Applied System Routing Mode: LPM Heavy

LPMルーティングモードを表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config

この設定変更を保存します。
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ステップ 5 reload

例：

switch(config)# reload

デバイス全体をリブートします。

L3ホストヘビーテンプレートの構成
Cisco NX-OSリリース 10.6(1)F以降では、template-l3-host-heavyを使用して /128ホストルート
を処理し、検証済みの制限まで IPv6ルートスケールを増加させることができます。この新し
いテンプレートは、Cisco Nexus N9300-FX2プラットフォームスイッチで導入されました。

手順

ステップ 1 configure terminal.

例：

switch# configure terminal switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 [no] system routing template-l3-host-heavy

例：

switch(config)# system routing template-l3-host-heavy

L3ホストヘビーテンプレートを設定します。

LPMインターネットピアリングルーティングモードの設定（Cisco
Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチ、Cisco Nexus 9300-EXプラッ
トフォームスイッチ、および Cisco Nexus 9000シリーズスイッチと
9700-EXラインカードのみ）

Cisco NX-OSリリース7.0(3)I6(1)以降では、IPv4および IPv6 LPMインターネットルートエン
トリをサポートするために LPMインターネットピアリングルーティングモードを設定でき
ます。このモードは、IPv4プレフィックス（/32までのプレフィックス長）および IPv6プレ
フィックス（/83までのプレフィックス長）のダイナミックトライ（ツリービットルックアッ
プ）をサポートします。Cisco Nexus 9300-EXプラットフォームスイッチおよび 9700-EXライ
ンカードを搭載した Cisco Nexus 9500プラットフォームスイッチのみこのルーティングモー
ドをサポートしています。
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Cisco NX-OSリリース 9.3(1)以降、Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチはこのルー
ティングモードをサポートします。

system routing template-internet-peeringを設定した場合、マルチキャストトラフィックはサ
ポートされません。ただし、スイッチに機能 PIMおよび PIMを設定することは引き続き可能
です。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

LPMインターネットピアリングルーティングモードのスケール数については、『CiscoNexus
9000 Series NX-OS Verified Scalability Guide』を参照してください。LPMインターネットピア
リングモードの Cisco Nexus 9500-Rプラットフォームスイッチは、インターネットピアリン
グプレフィックスを使用する場合にのみ、予測どおりにスケールアウトします。Cisco Nexus
9500-Rプラットフォームスイッチが他のプレフィックスパターンを使用している場合は、文
書化されたスケーラビリティの数値を達成できない可能性があります。

（注）

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル設定モードを開始します。

ステップ 2 [no] system routing template-internet-peering

例：

switch(config)# system routing template-internet-peering

デバイスを LPMインターネットピアルーティングモードにして、IPv4および IPv6 LPMインターネット
ルートエントリをサポートします。

ステップ 3 （任意） show system routing mode

例：

switch(config)# show system routing mode
Configured System Routing Mode: Internet Peering
Applied System Routing Mode: Internet Peering

LPMルーティングモードを表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例：
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switch(config)# copy running-config startup-config

この設定変更を保存します。

ステップ 5 reload

例：

switch(config)# reload

デバイス全体をリブートします。

LPMインターネットピアリングルーティングモードの追加設定

大規模ルーティング環境でLPMインターネットピアリングルーティングモードでCiscoNexus
スイッチを導入する場合、またはネクストホップ数が増加するルートの場合は、VDCリソー
ステンプレートで IPv4のメモリ制限を増やす必要があります。

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 （任意） show routing ipv4 memory estimate routes routes next-hops hops

例：

switch(config)# show routing ipv4 memory estimate routes 262144 next-hops 32
Shared memory estimates:
Current max 512 MB; 78438 routes with 64 nhs
in-use 2 MB; 2642 routes with 1 nhs (average)
Configured max 512 MB; 78438 routes with 64 nhs
Estimate memory with fixed overhead: 1007 MB; 262144 routes with 32 nhs
Estimate with variable overhead included:
- With MVPN enabled VRF: 1136 MB
- With OSPF route (PE-CE protocol): 1375 MB
- With EIGRP route (PE-CE protocol): 1651 M

共有メモリの見積もりを表示して、ルートのメモリ要件を判断します。

ステップ 3 vdc switch id id

例：

switch(config)# vdc switch id 1
switch(config-vdc)#

VDCスイッチ IDを指定します。

ステップ 4 limit-resource u4route-mem minimum min-limit maximum max-limit
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例：

switch(config-vdc)# limit-resource u4route-mem minimum 1024 maximum 1024

IPv4メモリの制限をメガバイト単位で指定します。

（注）

Cisco Nexusリリース 10.2(2)F以降、このコマンドは 32ビットバージョンのソフトウェアにのみ適用され
ます。

ステップ 5 exit

例：

switch(config-vdc)# exit
switch(config)#

VDC設定モードを終了します。

ステップ 6 copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config

この設定変更を保存します。

ステップ 7 reload

例：

switch(config)# reload

デバイス全体をリブートします。

LPMデュアルホストルーティングモードの設定（Cisco Nexus 9200お
よび 9300-EXプラットフォームスイッチ）

より多くの LPMルートエントリをサポートするために、LPMヘビールーティングモードを
設定できます。このルーティングモードをサポートするのは、CiscoNexus9200および9300-EX
プラットフォームスイッチと、9732C-EXラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508スイッチ
だけです。

この設定は、IPv4および IPv6両方のアドレスファミリに影響を及ぼします。（注）

LPMヘビールーティングモードのスケール数については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS
Verified Scalability Guide』を参照してください。

（注）
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手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバル設定モードを開始します。

ステップ 2 [no] system routing template-lpm-heavy

例：

switch(config)# system routing template-lpm-heavy

デバイスを LPMヘビールーティングモードにして、より大きな LPMスケールをサポートします。

ステップ 3 （任意） show system routing mode

例：

switch(config)# show system routing mode

Configured System Routing Mode: LPM Heavy

Applied System Routing Mode: LPM Heavy

LPMルーティングモードを表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config

この設定変更を保存します。

ステップ 5 reload

例：

switch(config)# reload

デバイス全体をリブートします。

IPv6リダイレクト Syslogの構成
IPv6リダイレクト Syslogを有効/無効にするか、ログ間隔を変更するには、次の CLIを使用し
ます。

デフォルトでは、syslogのリダイレクトが有効になっています。（注）
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手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します

ステップ 2 ipv6 redirect syslog [<value>]

例：

switch(config)# ip redirect syslog 60
switch(config)#

過剰な IPv6リダイレクトメッセージの syslogを構成します。

• ipv6 redirect syslog: IPv6リダイレクトメッセージの syslogを有効にします。

• value:ログ間隔を設定します。範囲は最小 30秒から最大 1800秒です。デフォルトインターバルは 60
秒です。

ステップ 3 （任意） no ipv6 redirect syslog

例：

switch(config)# no ipv6 redirect syslog

過剰な IPv6リダイレクトメッセージの syslogを無効にします。

IPv6構成の確認
IPv6設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

IPv4および IPv6パケット検証の構成を表示し
ます。

show hardware forwarding ip verify

IPv6-relatedインターフェイスの情報を表示し
ます。

show ipv6 interface

隣接関係テーブルを表示します。show ipv6 adjacency

LPMルーティングモードを表示します。show system routing mode

ICMPv6情報を表示します。show ipv6 icmp
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目的コマンド

IPv6ネイバー探索インターフェイス情報を表
示します。

show ipv6 nd

IPv6ネイバーエントリを表示します。show ipv6 neighbor

コンピューティングノードの IPv6アドレス
レジストリエントリを表示します。

show ipv6 nd addr-registry

IPv6構成の確認
IPv6設定を表示するには、次のいずれかの作業を行います。

目的コマンド

IPv4および IPv6パケット検証の構成を表示し
ます。

show hardware forwarding ip verify

IPv6-relatedインターフェイスの情報を表示し
ます。

show ipv6 interface

隣接関係テーブルを表示します。show ipv6 adjacency

LPMルーティングモードを表示します。show system routing mode

ICMPv6情報を表示します。show ipv6 icmp

IPv6ネイバー探索インターフェイス情報を表
示します。

show ipv6 nd

IPv6ネイバーエントリを表示します。show ipv6 neighbor

コンピューティングノードの IPv6アドレス
レジストリエントリを表示します。

show ipv6 nd addr-registry
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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